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割裂方向制御グラウチング工法 地
盤
変
位
を
お
さ
え 

効
率
的
に
止
水
膜
を
形
成
さ
せ
る
工
法
！ 

割裂方向制御グラウチング工法は、未固結層や軟岩地盤において、浸透流に直交する方向に、 
鉛直の割裂グラウト脈を発生させることで地盤変位をおさえ、 
効率的に止水膜を形成させる工法です。 
地盤内に存在する様々な方向性を有する割れ目や弱部も、形成された鉛直割裂割れ目から 
グラウトが供給され確実に止水されます。 
 

水工研究グループ  ダム構造物チーム Tel.029-879-6775問合せ先 
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特許 
取得済 

�鉛直スリット管からの注入により効果的に鉛直止水膜を形成します。 

　（図１、図２参照） 

�鉛直割れ目に沿って注入することで地盤の浮上り変位を抑制します。 

�注入孔内に鉛直スリット管を設置する以外は従来のグラウチングと 

　同様、小規模機械での施工が可能です。（図３参照） 

 

非接触型流速計による流量観測技術 観
測
時
の
人
手
不
足
、観
測
値
の
不
連
続
性
、 

ピ
ー
ク
流
量
が
把
握
で
き
な
い
等
の
問
題
を
解
決
！ 

非接触型流速計による流量観測技術は、ドップラー効果や画像処理技術を活用することにより、 
河川計画や管理の根幹となる河川流量データを、高精度で収得する技術です。 
本技術には、観測時における、流下水面に対する風の影響を除去する技術が組み込まれています。 
従来の浮子観測に見られる、観測時の人手不足、観測値の不連続性、ピーク流量が把握できない 
等の問題を解決することができます。 
 

水工研究グループ 水理水文チーム Tel.029-879-6779問合せ先 

観測原理・観測装置等 観測原理・観測装置等 

特許 
出願中 

ドップラー効果を利用した流速計 
（電波流速計、超音波流速計） 

原理：流れの表面に一定角度の方向から電波もしくは 

　　　超音波を発射して、その反射波の周波数変化 

　　　（ドップラー効果）から観測測線毎の表面流速を 

　　　計測します。 

 

画像処理技術を利用した流速計 
（PIV型流速計、オプティカル・フロー型流速計） 

原理：河川横断構造物や河岸に設置したカメラで撮影 

　　　した画像から、水面の波紋や流下物等の時間変 

　　　化を解析し、表面流速を計測します。 

　　　面的に流速分布を計測することができるのが特 

　　　徴です。 

割裂方向制御グラウチング工法の特徴 割裂方向制御グラウチング工法の特徴 

本技術の適用結果 本技術の適用結果 

浮子観測との比較において、流量値で誤差が 

ほぼ５％以内に収まることが確認された。 

フィールド実験 室内実験（風の影響除去実験） 

図１　割裂方向制御グラウチングの注入概念 

図2　注入管の構造 

図3　施工手順 

共同研究において、風の影響を除去するアルゴリズ 

ムを開発し、効果の検証実験を行った結果良好な結 

果が得られた。（本手法は特許出願中）  
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図4　鉛直グラウド脈形成例 
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●本技術には以下の特許権が設定されています。 

　　特許第 2728363号 
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